
　

地域包括支援センター ℡86-0112

【申し込み・問い合わせ】　「支えあう地域づくりなないろの会」　☎ 080-1815-3289

利用者

大募集
！

●交付対象者　町内に住所を有し、かつ自ら居住する
　住宅（予定を含む）で県内施工業者が設置する工事
であること。また、町税等の滞納がない方。詳しくは
お問い合わせください。
●申請期限　平成31年3月31日（木）必着
●募集件数　先着順で予算の範囲内
●他補助金との併用　住宅リフォーム総合支援事業と
　の併用はできません。詳しい内容や申請方法はお問
　い合わせください。
【問い合わせ】町民課くらし環境係　☎85-6131

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　町では、白鷹町第２次環境基本計画及びエネルギー
計画に基づき、再生可能エネルギーの普及推進を図る
ため、個人住宅への太陽光発電設備・木質バイオマス
燃焼機器（ペレットストーブ及び薪ストーブ）の導入
を支援します。　
●補助金額　

10kw 　
　発電出力１kwあたり 25,000円

　機器導入費用の１／２

有償ボランティア
『ほっと  しらたか』が始まります！

・自分で買い物に行きたい⇒ 一緒に買い物のお手伝い
　をします。
・一人での通院が大変⇒ 通院・病院内での付添い、薬
　局などでのお手伝いをします。
・散歩したい⇒散歩の付添いのお手伝いをします。

・話し相手になってもらいたい。
・入院していると一人がさみしい。
・お茶のみ相手がほしい。
・しばらく家を留守になるけれどお花に水やりをして
　ほしい。
・誰かがいてくれると安心できる。

・買い物＝重いものの買い物・荷物が持てない…
・ゴミ出し＝ゴミの集積場が遠くて持っていくのが大
　変。ゴミの分別が出来ない…
・食事の準備・後片付け・掃除・洗濯が大変…

こんなお困りありませんか？

移動支援があります！

こんな支援もできます！

　私も、こんな活動なら出来るという方、支えあ
う地域づくりなないろの会までご連絡ください。
年齢を重ねても安心して暮らし続けられる白鷹町
を一緒に作っていきましょう。

　住民主体の団体「支えあう地域づくり　なな
いろの会」では、年齢を重ねても豊かに生きら
れる白鷹町、いつまでも自分らしく暮らし続け
ることが出来る白鷹町を目指して、有償ボラン
ティアを立ち上げました。
　困ったときどうしよう、そんな時に気軽にご
利用ください。

●対象　65歳以上の方
※会員制になります。年会費は 1000 円です
●利用時間　午前９時～午後４時
●利用料金　１時間 700 円
●申込み　利用日の３日前までご連絡ください
※支援の内容によっては、利用時間の変更が出
　来ます。
※その他の困り事については、ご相談ください。

　有償ボランティアの活動を一緒にしてくださ
　る方を募集しています　
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新たな活動スタート！

地域おこし協力隊　三浦　康　

▲ 本を手にする佐藤文隆先生
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